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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
３
６
１
Ｈ

【
作
者
名
】

　
成
瀬
衣
幌

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
１
０
２
年
、
地
球
滅
亡
に
よ
り
月
に
移
住
し
た
人
類
は
、
月
に
襲
来
す
る

人
喰
い
生
物
［
ア
ル
デ
ン
ト
］
に
対
抗
す
べ
く
、
あ
る
人
型
兵
器
を
開
発
す
る
。
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ｕ
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２
０
２
７
年
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
先
進
国
合
同
で
、
月
面
に
基
地

を
設
営
し
た
。
人
類
初
の
快
挙
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
人
類
は
月
面
に
次
々
と
基
地
を
建
設
。
国
連
月
面
管
理
局
に
よ
り

区
画
分
け
さ
れ
、
日
本
は
月
面
の
２
割
を
ゲ
ッ
ト
。
こ
れ
は
月
面
開
発
に
大
き

な
功
績
を
残
し
て
い
た
こ
と
と
、
当
時
の
首
相
の
活
躍
に
よ
る
。
こ
の
首
相
は
、

外
交
が
得
意
で
あ
っ
た
。

　
２
０
８
８
年
、
宇
宙
か
ら
何
ら
か
の
物
体
が
飛
来
し
て
き
た
。
よ
く
は
分
か

ら
な
い
が
、
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
か
何
か
だ
ろ
う
。
み
ん
な
、
そ
う
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
３
日
後
、
世
界
は
透
明
な
ゲ
ル
状
の
物
体
に
覆
わ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン

か
ら
覆
わ
れ
は
じ
め
、
物
体
飛
来
か
ら
１
２
日
目
に
は
全
世
界
が
ゲ
ル
と
化
し

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
人
類
は
絶
滅
し
た
。
一
部
を
除
い
て
。
一
部
と
い
う
の
は
、
月

面
に
い
た
人
た
ち
、
約
六
千
万
人
、
そ
し
て
住
処
が
ゲ
ル
に
な
る
前
に
月
に
避

難
し
た
二
千
万
人
の
計
八
千
万
人
（
う
ち
日
本
人
は
三
千
百
八
十
万
人
）
で
あ

る
。
日
本
人
は
月
面
第
一
位
の
人
口
を
誇
る
。
そ
れ
か
ら
、
二
位
ア
メ
リ
カ
、

三
位
中
国
と
続
く
。

　
そ
し
て
、
月
に
移
住
し
て
き
た
人
類
に
、
さ
ら
な
る
不
幸
が
追
い
討
ち
を
か

け
る
。
ラ
イ
バ
ル
の
襲
来
で
あ
る
。
そ
の
名
前
は
、
「
ア
ル
デ
ン
ト
」
パ
ス
タ

の
茹
で
具
合
み
た
い
だ
が
、
そ
れ
と
は
ち
が
う
。
身
長
は
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、

横
幅
は
７
０
セ
ン
チ
く
ら
い
。
人
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
空
も
飛
べ
る
が
、

二
足
歩
行
も
で
き
る
。
で
、
何
が
恐
ろ
し
い
の
か
。
人
を
食
べ
る
の
だ
。
む
し

ろ
な
ん
で
も
食
べ
る
、
と
い
う
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
か
。
建
物
も
食
べ
る
。
食

べ
な
い
の
は
自
分
と
月
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

 
 

こ
の
物
語
は
、
そ
ん
な
生
物
と
戦
う
人
類
の
物
語
で
あ
る
。

　 
 

２
１
０
２
年
。
月
面
居
住
地
域
Ｊ
Ｐ
Ｎ
－
Ｘ
Ａ
－
０
１
－
４
区
画
。

　
月
面
研
究
庁
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
 

地
下
。



3

『
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
』
と
重
々
し
く
書
か
れ
た
扉
。
私
は
、
首
か

エ
ク
シ
リ
ル

ら
か
け
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
扉
右
に
あ
る
機
械
に
タ
ッ
チ
し
、
そ
の
後
、
自

分
の
右
手
を
機
械
に
差
し
出
す
。
［
［
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
］
］
の
文
字
が
出
た
後
、

機
械
に
つ
い
て
い
る
赤
く
光
っ
て
い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
緑
に
色
を
変
え
る
。
扉
は
、

開
い
た
。

　
と
同
時
に
、
私
の
か
け
て
い
る
眼
鏡
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
す
る
。
［
［

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
 

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
 

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
］
］
文
字
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。

　
私
の
目
の
前
に
、
日
立
製
作
所
謹
製
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
並
ん
だ
空
間
が
現
れ
た
。
司
令
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
前
に
は
超
大

型
の
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
［
［
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
 

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
］
］
と

表
示
し
て
い
る
。
フ
ォ
ン
ト
は
Ｈ
ｅ
ｌ
ｖ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
、
対
ア
ル

デ
ン
ト
用
の
人
型
戦
闘
装
置
で
あ
る
。
体
長
３
メ
ー
ト
ル
。
２
０
９
４
年
に
開

発
が
日
本
政
府
、
国
連
、
日
立
製
作
所
等
に
よ
り
開
始
。
２
０
９
８
年
テ
ス
ト

バ
ー
ジ
ョ
ン
／
『
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
０
』
が
完
成
し
、
今
年
、
正
式
版
『
Ｘ
Ｌ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
』
が
導
入
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
存
在
は
一
般
人
に

公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
当
月
面
研
究
庁
、
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
司
令
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
今
日
は
、
そ
の
初
号
機
の
お
披
露
目
の
日
で
あ

る
。
２
１
０
２
年
０
４
月
１
１
日
。
二
ヶ
月
に
一
回
月
に
来
襲
す
る
ア
ル
デ
ン

ト
は
、
今
日
、
は
じ
め
て
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
と
戦
う
。
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
（
後
書
き
）

ど
う
も
、
吉
芝
で
す
。

い
や
ー
エ
ヴ
ァ
と
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
を
足
し
て
２
で
割
っ
た
よ
う
な
感
じ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
あ
、
こ
の
作
品
に
は
か
な
り
の
力
を
注
ぐ
予
定
で
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
！
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：
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Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
、
お
披
露
目
（
前
書
き
）

第
二
話
で
す
。

遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
：
０
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Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
、
お
披
露
目

　
お
だ
や
か
な
昼
下
が
り
。
休
憩
室
。
午
後
一
時
よ
り
開
催
さ
れ
る
お
披
露
目

式
典
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
。

私
は
、
庁
舎
を
出
た
す
ぐ
左
の
喫
茶
店
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
喫
茶
店
は
、

初
老
の
コ
ー
ヒ
ー
に
詳
し
い
紳
士
が
や
っ
て
い
て
、
い
ま
や
ほ
と
ん
ど
目
に
し

な
い
サ
イ
フ
ォ
ン
式
の
本
格
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

ド
ア
を
開
け
る
と
、
マ
ス
タ
ー
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
「
い
つ
も
の
」
と
い
う

と
、
マ
ス
タ
ー
は
軽
く
頷
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
始
め
た
。

　
私
は
、
こ
の
喫
茶
店
か
ら
の
風
景
が
好
き
だ
。
地
球
と
は
程
遠
い
が
、
緑
が

広
が
り
、
空
に
は
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ビ
ル
も
立
ち
並
ん
で
い

る
。
そ
の
様
は
、
ま
だ
地
球
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
新
宿
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
と
、
マ
ス
タ
ー
が
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
く
れ
た
。
香

り
を
楽
し
み
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ル
ク
を
い
れ
、
カ
ッ
プ
を
持
ち
、
ゆ
っ
く
り
と

口
に
入
れ
た
。

　
持
っ
て
き
た
雑
誌
（
と
い
う
名
の
電
子
図
書
）
を
読
み
終
わ
り
、
時
間
も
小

一
時
間
ほ
ど
経
っ
た
の
で
お
勘
定
を
済
ま
せ
、
店
を
後
に
し
た
。

　
月
面
研
究
庁
に
戻
り
、
正
装
に
着
替
え
た
後
、
新
宿
―
―
日
本
で
は
、
今
も

地
球
の
こ
ろ
の
地
名
を
使
っ
て
い
る
―
―
に
向
か
っ
た
。
ド
ア
を
開
け
、
外
に

出
た
。

　
地
下
鉄
の
駅
に
向
か
い
、
早
速
来
た
電
車
に
乗
り
込
む
。
今
で
は
、
す
べ
て

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
方
式
で
あ
る
。
揺
れ
は
な
く
、
車
内
は
清
潔
感
あ
ふ
れ
て
い

る
。

　
三
分
ほ
ど
で
、
新
宿
に
着
い
た
。
ド
ア
か
ら
降
り
る
。
今
日
も
新
宿
は
人
で

ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
Ａ
１
通
路
を
出
て
、
都
庁
舎
へ
向
か
っ
た
。
今
日
は
都

庁
舎
の
隣
、
都
民
広
場
で
お
披
露
目
の
式
典
が
行
わ
れ
る
。
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都
民
広
場
に
着
き
、
会
場
ゲ
ー
ト
を
抜
け
る
。
国
民
証
と
招
待
券
を
か
ざ
し
、

特
別
招
待
席
に
向
か
っ
た
。

　
椅
子
に
は
最
新
式
の
小
型
Ａ
Ｏ
Ｄ
｜
（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

Ｏ
ｒ
ｄ

ｅ
ｒ
 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
、
自
動
注
文
装
置
）
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
様
々
な
食

品
や
飲
料
が
注
文
で
き
た
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
む
、
つ
い
で
に
、
眠
気
覚
ま
し

の
ガ
ム
を
買
っ
た
。

　
上
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
注
文
し
た
品
が
お
盆
に
載
せ
ら
れ
降
り
て
き
た
。

受
け
取
り
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い
る
国
民
証
を
か
ざ
す
。
す
る
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
上
昇
し
た
。

　
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
一
息
に
飲
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
式
典
が
始
ま
っ
た
。

　
司
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
月
面
研
究
庁
や
防
衛
省
の
対
ア
ル
デ
ン
ト
兵

器
が
次
々
と
登
場
す
る
。
昔
な
が
ら
の
戦
車
や
、
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
後
方
支
援
を

担
当
す
る
Ａ
Ｉ
搭
載
の
国
産
無
人
戦
闘
機
な
ど
多
種
多
様
の
兵
器
が
登
場
し
た

後
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り
響
き
、
い
よ
い
よ
専
属
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
橋
本
君

が
乗
っ
た
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
が
登
場
し
た
。
会
場
は
一
気
に
忙
し
な
く
、
う

る
さ
く
な
り
、
あ
ま
り
の
や
か
ま
し
さ
に
顔
を
顰
め
て
し
ま
っ
た
。

　
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
は
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
奥
の
大
型
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
に
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
の
改
良
点
が
表
示
さ
れ
た
。
公
開
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
な
改
良
点
が
ム
ー
ビ
ー
と
同
時
に
列
挙
さ
れ
て
い

た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
な
、
と
思
い
、
右
手
首
｜
（
私
は
左
利
き
）
に
つ
け
た
腕

時
計
を
の
ぞ
く
。
す
る
と
、
右
耳
に
つ
け
た
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

出
て
き
て
、
右
目
の
前
に
現
れ
た
。
表
示
さ
れ
た
文
章
は
、
ア
ル
デ
ン
ト
の
出

現
を
示
す
も
の
だ
っ
た
…

　
思
わ
ず
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
が
、
平
常
心
を
心
が
け
つ
つ
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

聞
く
。

「
司
令
！
大
変
で
す
！
ア
ル
デ
ン
ト
が
、
新
宿
に
来
襲
し
ま
し
た
！
」

「
え
っ
！
ど
う
す
る
、
Ｘ
Ｉ
Ｌ
－
０
１
｜
（
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
０
１
の
略
称
、
ク

シ
ル
と
発
音
す
る
）
を
出
す
か
！
？
」

「
そ
れ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
、
お
そ
ら
く
」
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「
会
場
進
行
に
は
伝
え
た
か
！
？
］

「
別
班
が
た
だ
い
ま
知
ら
せ
て
い
ま
す
」

「
私
は
司
令
セ
ン
タ
ー
に
帰
る
！
少
し
待
て
！
」

　
先
ほ
ど
の
Ａ
Ｏ
Ｄ
を
使
い
、
エ
ア
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
。
す
ぐ
に
来
た
。
Ａ
Ｉ

に
行
き
先
を
伝
え
、
直
行
す
る
。

　　
す
ぐ
さ
ま
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
エ
ア
タ
ク
シ
ー
を
出
る
。
ド
ア
に
走

り
、
地
下
１
２
階
に
あ
る
司
令
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

Ｔ
ｏ
 

Ｂ
ｅ
 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
．
．
．
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
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Ｆ
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